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によって形成されたものと推定される。③ astrocytoma
の近接神経組織に， presynaptic endingに異常に多量
の synapticvesiclesが蓄積されている像を観察した。
この部位の E.E.G.所見は 2，"，"， 4cpsの slowingを示し
ていた。 
5. 	 ニューヨーク神経学研究所について
牧 豊〈千大神経科) 
(IIJ シンポジアム“精神疾患の薬物療法"
(座長松本貯教授〉 
1. Propemiciazine (Neuleptil)の精神分裂病に対する
使用経験
小林節夫， 0田辺昭二，根岸敬矩，
河野守正〈小林病院〉
精神分裂病患者に Neu1epti1を使用し， 臨床的観察
を行なった。
本剤の使用にあたっては，比較的新鮮な例で幻覚，妄
想，異常体験，感情不安定などを主症状とする患者に使
用すれば治療効果を期待することができる。
副作用としては口渇， 鼻閉， 手指振戦を認めたが 60 
mg以下では錐体外路症状は認められず，現われた副作
用もとくに問題とする程度のものはなく，投与を中止す
る必要も認めなかった。
本剤は精神内面が調整され，ついで幻覚，妄想，異常
体験が消失し，能動性が現われ，対人接触が改善され，
臨床的に有効な状態をおさめ得る可能性があると推察さ
れる。 
2. 置換基を異にするフエノチアジン系薬物の大量療
法について
一大量療法の意義と定式化をめぐって一
亀井清安， 0吉川武彦
米沢照夫， 中村征一郎
竹内龍雄， 矢野 徹
(群馬県榛名病院〉
初期分裂病から慢性陳|日性分裂病に至るまで，今日の
薬物療法が維持量ないし普通量を中心とすることに疑問
をもち，フエノチアジン系薬物の大量療法の意義を求め，
大量療法の独立と定式化を目的とし臨床的実験を行なっ
た。
対象は陳旧性分裂病 77例(男 43例， 女 34例， 平均
年令 34.4才， 平均擢病期間 10.6年〉で，使用薬剤はク
ロノレプロマツン， トリフルプロマジン，ぺラジン， トリ
フノレぺラヲン，チオリダジンの 5種である。方法は第 l
週より第 4週まで維持量(例 cp-150mg)，第  5週から
倍量ずつあげ，最高量は維持量の 10倍 (cp-1500mg) 
とし，これを 4週間持続したのち減量した。
大量下で，生理的心理的退行状態に陥孔減量に伴っ
て統合されていくことが観察され，治療者はこれに関与
した(好転率 40%強〉。大量療法の意義もここにあると
考え，各薬剤の特徴を加味したカクテルによる大量療法
の定式化も可能であると考えた。 
3. Butyrophenone系薬物一ーとくに Haloperidolの
臨床経験 
0高室昌一郎，荒川直人，石川鉄男
(国立国府台病院) 
Phenothiazine系薬物および Reserpineが精神科治
療の領域をいちじるしく拡大してから十年以上になる
が，今回，それらとまったく異なった構造式を有する 
Butyrophenone系薬物一ーとくに  Haloperido1が開
発され，数多くの治験が報告されている。
しかるに，その投与量，投与方法と効果との関係，ま
たは随伴症状との関係などが細かく検討されておらず，
その使用に関して一つの臨床的ノTターンが確立されてい
ないのが現状である。
そこでわれわれの最近の Haloperidolの使用経験か
らその点を中心に検討を行なった。すなわち，精神運動
興奮・昏迷などの意志面の障害には，初回から大量を投
与すると著効を示し，幻覚，妄想にもかなりの効果が認
められた。小中等投与 (3mg以下〉は無為自聞に有効
で，精神面に対する賦活作用が認められ，随伴症状も大
量投与時よりも著明であった。
身体に対する副作用はほとんど認められず，すぐれた
向精神薬であると認められた。 
4. 陳旧分裂病に対する Diαzepamの「ゆさぶり」の
効果について
中島顕， 0飯塚正章，福井進
計見一雄， 青木至(上武病院〉
柳田昭二〈駒ケ根病院〉 
Diazepamを陳旧分裂病者に使用してその適用の仕方
を検討した。 1) あまり陳旧化していない患者に 20mg
以上の大量を用いると，今まで辛うじて保たれていた疾
病の平衡がくずされて問題行動に発展する傾向が強い。 
2)陳旧度の高い患者では大量 30mg前後で改善例が多
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い。 3)安易な外来投薬は分裂病に関しては危険で、ある。 
4) 幻覚妄想状態は，増強ないし出現する傾向が強い。
本剤の効果は，従来の向精神薬にみられなかった特徴
を持っており，陳旧分裂病者に対し，速効的に「動かす」
方向に作用し，あたかも「ゆさぶる」ような働らきをす
る。それゆえ，適応を充分に検討し，時には従来のいわ
ゆる majortranquilizerの併用を必要とし，また適切
な生活療法を，より強力にあわせ行なう必要がある。 
5. 精神科外来における Diazepamの使用経験

一一Peacebo効果との比較考察
 
0野沢栄司，小山博，古川武彦
田島誠(千犬神経科〉 
1) 精神科外来において， 神経症 60例， 境界例 9例に
対し 2重盲検法により diazepamおよび placeboを
投与しその結果を検討した。 
2) 神経症統計で 82%に有効であり，状態別にみると，
ヒステリ{状態，心気状態，不安状態，抑うつ状態の
順位で有効で、あり，プラセボー効果との比較では， ヒ
ステリー群でその差が最も大であった。 
3) 	 境界状態，神経症性うつ病の数例において内的不安
の増大，攻撃的傾向の出現をみとめ，性格的な偏りが
顕在化したと考えられ，他剤の併用を余儀なくされた
症例を認めた。 
4) 二重盲検法と非盲検法のプラセボー効果の間に有意
差を認め，プラセボー有効群は，治療に対し積極的な
構えがつよくみとめられ， minor tranquilizerの効
果判定に際しては，プラセボー効果を併せ考慮する必
要があるとともにプラセボー反応の検討は，症例の精
神力動的特質の把握に一つの手掛りを与えるものと考
えられる。 
6. 精神分裂病の薬物療法

一ーとくに治療経過と脳波変化について

香取郁雄，竹之内弘， 0小野幸雄
田島誠(石崎病院〉
矢崎光保(旭中央病院神経科〉
小山博(東横第 3病院〉
クローJレプロマヲン， レボメプロマジンおよび両者合
併療法を行なった精神分裂病 63例を対象に， 薬物投与
時の脳波像の変化を継時的に追求し，それと臨床経過と
の関連について検討した。
脳波記録は同一患者に対し，服薬前，服薬開始後 2週
目， 1カ月目， 3カ月日の 4固にわたって行なった。薬
物使用量はほぼ 75，.700mg/日である。
服薬前脳波を基準とした脳波像の変動は， 1)基礎波
の徐波化， 2)間歌波の出現， 3)両者の共存， 4)不
変のもの，の 4型にわかれた。
これらの脳波変化と服薬量の多寡とは相関は認められ
なかった。臨床経過との関連では，病棟内適応，疎通性，
病感の出現などをとりあげ，相関を見たが，薬物による
脳波変化の出現した群に症状改善を示すものが多く，し
かも，間駄波出現に関与する群が一層関係が深いと思わ
れた。しかし，明白な相関は認められず臨床面での評価
の方法に一層の工夫を要するものと考えられた。 
7. 向精神薬の使われ方について
一一当院の統計から一一 
0岡上和雄，川村光毅，浜村道子
小山博，島崎素吉，渡辺攻
(東横第 3病院)
向精神薬の処方実態から，各薬物の相対的評価を中心
に 2，3の統計的検討を行なった。対象は最近 5年間に
おける処方で 6カ月ごとに 1カ月の割合で集計した。〈対
象は約 25，000)，一病院における統計であること， 時代
変遷による影響などの条件が前提となる。穏和一，抗う
つ，強力安定剤の最近における使用%はほぼ一定。強
力安定剤の中では CP.の使用率が圧倒的で順次 Thio-
ridazine，Levomepromazine，Perphenazine，Perazine 
と続き，年次変遷による動揺(対象の不安定さ，治療者
の評価〉の高さは Chlorprothixene，Trifiupromazine， 
買である。強力安定)1のTrifluoperazin，Fluphenazine
剤の中では CP.の安定度が第 lであるが穏和一，抗う
つ剤に比しなお動揺率が高く CP+Thioridazine+ 
Perazineの場合に動揺が最小。 2種以上の併用頻度が
きわ立って増加しており，個々の向精神薬の使われはじ
めからの変遷をみると，少なくとも臨床の場での評価は
状態像の変還を加味しでも，短い年月では定まりにくい
印象を受けている。 
8. 社会復帰における薬物療法の意義
佐藤壱三，木村泰人， 0赤松豆
熊田正義，	 日下j忠文
(銚子市立病院神経科〉
昭和 40年度に銚子市立病院神経科を退院した精神分
裂病患者 154名中，市内在住で，現在消息が判明してい
るもの 45名を対象として， 社会復帰状態と， 薬物療法
との関係について調査を行なった。
